
家畜衛生広報 
                           ながの 

 

 

 

 

5～6 月と 11 月に実施しましたバルク乳検査の結果を集計しましたのでお知らせします。

検査へのご理解、ご協力ありがとうございました。 

 

A ■：正常/目標  B ■：やや多い  C ■：多い  D ■：非常に多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無乳性レンサ球菌、マイコプラズマ及びＢＶＤウイルス遺伝子は検出されま

せんでした。また、耐熱性菌は全戸Ａ判定でした。 

黄色ブドウ球菌（SA） 

本年度バルク乳検査での陽性率 

1 回目： 53.3％   2 回目： 46.4％ 

陽性率は減少していますが、D 判定農場数は増加しています。 

乳汁中の SA 量が増加すると他の牛へ拡げるリスクが高くなります。 

早期に対策を実施することが重要です。個体乳の検査による感染牛の摘発等、対策

については家畜保健衛生所へご相談ください。 

 

長 野 家 畜 保 健 衛 生 所 

北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協 会 

〒 380-0944 長野市安茂里米村 1993 

Tel 026-226-0923 Fax.026-227-2665 

 

令和 3 年(2021 年) 12 月 9 日 

R3-6 

 

令和 3年度バルク乳検査成績 
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 D 判定増加!! 

 SA は検出されない（A 判定）

ことが一番ですが．．． 

消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 


